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　新年あけましておめでとうございます。平素より桂坂学
区自治連合会に何かとご協力いただきありがとうござい
ます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。
 今年の抱負は、「身の回りの出来事から元気の出る・明
るいニュースや話題を探し、桂坂学区のまちづくりに生
かしていくこと」としました。

＊親子平和企画「トークコンサート」～原爆の子の像
　「佐々木貞子」が遺したもの～生への執着と平和への
　願い（折り鶴に託す）
＊平昌冬季五輪での南北協議、北朝鮮と韓国との対話
　と歩みより
＊新成人の抱負　
　“自分の思いを発信できる世の中に”
 “働き過ぎで心に余裕のない今の日本を変えていきたい”
　なかでも、福島県浪江町の成人式（7年ぶり地元開催）
　での誓いの言葉
　“…東日本大震災からの復興は、町民のきずながあれ 
　ば必ずできる…”
　どれも感動的な言葉です。
＊阪神・淡路大震災23年追悼行事　
　“大震災の教訓　共に伝えよう”
　“震災の悲しみを決して風化させてはならない”
“犠牲者に報いるために、安心・安全な街づくり、国づ
　　　　

　くりに頑張りたい”
　“助けてあげられなくて、ごめんなさい。あなたが災害
　医療の道に導いてくれました”
　“…、震災を経験した世代、震災を経験していない世
　代の双方が語り継ぎ…”
　どの言葉も胸に響くものがあります。
　これらのニュースや話題は読む者に前向きな気持ち
　やおもいを与えます。
　桂坂のまちづくりに何らかの形で生かしたいと思います。
　
　さて、今年の取組の重点です。
　何といっても創立30周年を迎える桂坂学区や桂坂学
区自治連合会を学区民の皆様方と共に祝うことです。そ
のための記念事業や行事を考えることです。
　桂坂学区、また桂坂学区自治連合会が創立30周年の
節目にどのような形で祝うのかを具体化するのはこれ
からです。
　昨年5月に創立30周年への学区民の皆様方のおもい
や願いを尋ねるアンケート調査をしました。そのアンケ
ート結果を踏まえての準備委員会でのフリー討論。そし
て、記念事業や行事のおおよその方向性を決めて、実行
委員会へ引き継いだところです。
　来る平成30年2月3日（土）第2回実行委員会を開催
して取組の具体化をスタートさせたいと考えています。
　なお、今後の進捗状況に伴い、必要に応じ実行委員
会委員を推薦依頼していきたいと考えていますので、そ
の節はお力添えくださいますようお願いいたします。もち
ろん立候補も大いに歓迎です。
　その他、引き続き取り組む課題として、一つは、桂坂学
区自主防災会と各自主防災部（自治会組織）との連携強
化の問題です。
　平成30年3月4日（日）の避難所開設運営訓練を実施
します。各自治会組織の自主防災部の地域における初
動処置訓練と桂坂学区自主防災会の避難所開設運営
訓練とがうまく連携の取れるように準備したいと思いま
す。今後につながる訓練でありたいと願っています。
　もう一つは、桂坂学区自治連合会の会則改正及び桂
坂学区自治連合会役員候補者の選出方法に係る規定
づくりです。
　いずれも各自治会へ原案を下ろしていますので各自
治会での討議をお願いします。
　今年も皆様方にとって良い年になりますようお祈りい
たします。

　青く澄みきった空の下、冬休みを終えていつもの登校風景がみられました。
　朝の声かけ運動は、先生方と山の手倶楽部（一週目）から地域女性会（２週
目）にバトンタッチされます。正門や桂坂内の交差点８ヶ所に立ち、子どもたちへ
の見守りと「おはようございます」のあいさつをかわす運動で２週間にわたり展
　　　　　　　　　　　　　　　　　開されました。少し、恥ずかしそうにあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　いさつをしてくれる子どもたちですが、
　　　　　　　　　　　　　　　　　少しずつあいさつもできるようになって
　　　　　　　　　　　　　　　　　います。顔なじみになって、日中もあい
　　　　　　　　　　　　　　　　　さつをしてくれる子もいるようです。

　
　

　1月８日（月•祝）桂坂消防分団の出初式がクローバー
ホールで行われました。野洲分団長をはじめ、団員は23
名所属しておられます。引き締まった表情と、きびきびし
た身のこなしに背筋の伸びる思いのした出初式でした。
　桂坂消防分団は今年度の京都市消防団総合査閲で
西京区の代表として出場されます。査閲に向けた訓練は
昨年秋から開始し、今後本格化されるようです。

　次年度役員の選出方法について
委員さんにお伺いしました。
　次年度、班長予定者から、役員を選出する場合が多く、
自治会長の決定はすんなりといかず、くじ引きや、じゃん
けんで決定する場合も少なくはなく、自治会の会員離れ
や、夏祭りの準備や体育行事の選手集めなどの大変さ
が影響しているのではとの事。自治会員の高齢化もみら
れ、これからは時代に即した柔軟な対応が求められるの
ではないでしょうか。

新しい年を迎えて
　　   桂坂学区自治連合会　会長　山﨑 貴治

第16回　音と語りのプロムナード
心温まる「語りと音楽」で、楽しいひと時をお過ご
しください。

　日時　平成３０年２月２４日（土）

　　　　　　　午前１０時～１１時３０分

　　会場　桂坂小学校　クローバーホール

プログラム

　《オープニング》　「野に咲く花のように」
　《うた１》　「曇り日なら」、「竹とんぼに」
    　　　　　「夢の中の空」
　《音と語り》『走れメロス』（太宰 治・作）
  国語の教科書にもよく使われている太宰 治の
　代表作の一つ『走れメロス』の語りです。
　《一緒に歌いましょう》 「365日の紙飛行機」、
　　　「世界に一つだけの花」、
　　　「花は咲く（復興ソング）」etc．
　《うた２》「黄金の花」、「わせねでや」、　　　　
　　　「ダニー・ボーイ」　etc．
　　　
出演　稲葉 都　（語り・歌）
　　　小堤 利枝　（歌）　
　　　田中 幸江　（ピアノ）

共催　桂坂小学校PTA・桂坂学区更生保護女性会・
　　　桂坂支部保護司会　

ホームページは       桂坂学区自治連合会 検 索

１月９日より「朝の声かけ運動」と後期の後半の授業がスタートしました。

出初式の様子

桂坂消防分団出初式

おはようから

はじまる１日
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　　　　京都エミナース
　　　　優　勝　かえで自治会
　　　　準優勝　にれのき自治会
　　　　第３位　あかしあ自治会
　　　　　

　
　　　　

☆社会福祉協議会
　スカイクロス　　2月7日（水）、3月7日（水）13：00～
　　　　　　　　2月28日（水）、3月28日（水）10：00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふれあい広場
　いこいの広場「ひだまり」
　　　　　2月11日（日）、3月11日（日）、13:00～15:30
　　　　　　　　　　　　　　　　　クローバーホール
　いきいき筋トレ 2月19日（月）、3月19日（月）10:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふれあいルーム
　すこやかサロン　2月17日（土）、3月24日（土）10:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　クローバーホール
　桂坂きっずサロン2月21日（水）、3月14日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 桂坂児童館
※桂坂きっずサロンは209号で２月14日とお伝えしまし
　たが、21日に変更になりました。

☆体育振興会
　ソフトバレーボール大会（桂坂）2月4日（日）
　洛西七地域スポーツの集い　　2月25日（日）
　京都マラソンボランティア　　　2月18日（日）

☆少年補導委員会
　石がまでフルーツビザを焼こう　2月18日（日） 別掲
　
☆更生保護女性会、桂坂保護司会、桂坂PTA
　ふれあいコンサート「音と語りのプロムナード」別掲
　　　　　　　　　　　　

各種団体からのお知らせ各種団体からのお知らせ「体振」ニュース

第26回　ボウリング大会　　12月 2日(土)
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対　 象・・・桂坂に在住または仕事で通勤の方で、20歳
　　　　　 以上の方　　　　　　（学生は除きます）
練　 習・・・第1金曜日と第3火曜日　午後8時～
場　　所・・・京都エミナースボウル
連 絡先・・・長谷川幸子（にれのき自治会）332－4714

和田選手今年も7区を力走！！
　去る1月14日、皇后杯第36回全国都道府県対抗
女子駅伝において京都の７区をけやき自治会にお
住まいの和田優香里選手（立命館大）が快走されまし
た。京都は連覇は逃したものの見事、準優勝されました。

　

 景観まちづくり協議会
　2018年度「公募委員」募集のお知らせ

　桂坂景観まちづくり協議会では、「景観まちづくり」の
活動を共にすすめてくださる「公募委員」を毎年募集して
います。
　委員となっていただいた方には、よりよい景観を創造
するための企画、美しいまちなみ・家なみを守るための指
針づくり、建物の新築・リフォーム時の協議、などの活動
に参画していただきます。
　応募資格は、①桂坂学区にお住いの方、②桂坂地区
に土地や建物を所有されている方、③桂坂地区で事業を
営んでおられる方、で、桂坂景観まちづくり協議会の趣
旨を理解され、地域景観づくり計画書「桂坂の景観まち
づくり」の内容に賛同していただける方です。
　（計画書「桂坂の景観まちづくり」はインターネットで、
http://kyotokeikan.org/katsurazaka/kyoteikyogik
ai/keikakusyo_20130710.pdf から閲覧、ダウンロー
ドができます）
　募集人数は５名程度とします。
委員の任期は１年となっています（再任可）。
希望される方は､①氏名、②住所、③連絡先電話番号、
④メールアドレスまたはFAX番号（ある方）、以上の項目
を記入し、FAXまたはメールにて、3月14日までに右記掲
載の桂坂景観まちづくり協議会事務局までお送りくださ
い。

　

「落ち葉で堆肥づくり」も楽しい！

今回は、桂坂野鳥遊園で行われている
「落ち葉堆肥づくり」についてのご紹介
　
　〇日時：毎月第２・第４土曜日 13:00～15:00頃
　（１時間の作業と、１時間のティータイム）
　〇作業内容：堆肥ＢＯＸへの「落ち葉積み込み」と　
　「切り返し作業」
　〇費用：年間250円のボランティア保険料のみ
　1月13日は８人の参加でした。山下園長さんも交え
たティータイムは楽しく、野菜作りの情報も盛ん。
70歳を過ぎ足の弱い私も十分に作業でき、気分爽快
で帰宅しました。どなたでも自由に参加できます。受付
は野鳥遊園まで（リポートは景観Green NetのSでした）
　
　[桂坂野鳥遊園] 電話: 090-7884-2001(山下)
　FAX：075-332-4610（野鳥遊園）火•金は除く
　

皆さまのご参加、ご応募、ご意見などお待ちしています。
　[事務局]メール：kz.keikan@gmail.com
 　          F A X：075-320-2684
　[桂坂の景観 Green Net] : 090-4288-9695
                              桂坂景観まちづくり協議会

　
　

　

～次回は「にれのき地区」を歩きます～
　ご自由に参加くださいね。次回のフォルト観察まち歩
きは下記の通りとなります。
　◯日時：2月3日（土） 9:30～11:00 頃　
　◯集合：如月の月公園(にれのき地区)
　※終了後、自由参加で意見交換の場を持ちたいと思
　　います。
　　

　

フォルトや緑道、街路樹など
　桂坂の「緑」について
　考え行動し、記録し
　話し合っています

桂坂の景観
  Green Net
      です

わたしたち

公募委員
  募集です

　　
桂坂の「景観まちづくり」
       に参加しませんか 桂坂景まちづくり　　

第３回わんぱく塾  石がまで　フルーツピザを焼こう
　◆日　時　平成30年2月18日（日）午後１時～３時（集合12時５０分）
　◆場　所　桂坂野鳥遊園（ものづくり体験館）
　◆内　容　フルーツピザを作り、石がまで焼きます（持ち帰りはありません）
　◆参加対象　年長•小学生•中学生（保護者も可）
　　※年長～小２は保護者同伴でご参加ください　※一般食材を使用しますので、
      食物アレルギーのある方は事前に自治会少年補導委員にご連絡ください
　◆参加費　１００円（当日ご持参ください）　
　◆持ち物　エプロン•三角巾•手拭き用タオル•軍手•上靴•われないお皿•水筒
　◆申込締切　２月１０日（土）（各自治会少年補導委員まで）　　　　　主催：西京少年補導委員会桂坂支部

　

　

　15自治会が揃って、和気あいあいと大いにボウリング
を楽しまれた大会になりました。

桂坂ボウリング愛好会　 
  “15周年の御礼と会員募集“

  2018年 桂坂ボウリング愛好会(21名)は、早いもので
15周年を迎える事ができました。「楽しくボウリングがし
たい」思いをいっぱいに、ここまでやってこられました。
　これからも1年1年を大事に、会の歴史を積み重ねて
行けるようにみんなで努力していきたいと思います。
　　　　桂坂ボウリング愛好会 会長　長谷川幸子
　

  

『月2回ではありますが、一緒に汗を流してみませんか？』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　　　            


